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国独評委（交）

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人電子航法研究所

業務運営評価

項 目 着 実 な 着 実 な 着実な実施状況にないと認 その他のコメント
実 施 状 実 施 状 められる理由
況 に あ 況 に な
る い

１．業務運営の効率化に関する目 ４つの横断的研究グループを編
標を達成するためとるべき措置 成し、研究テーマ間の連携、施設
（１）研究実施体制の効率化 ○ ・情報の共有化等について検討を

実施したなど、中期計画の達成に
向け着実な実施状況にあるといえ
る。

全ての研究職員を対象に過去３
（２）人材活用に関する計画 ○ 年間の業績報告をもとに研究者個

人の実績評価基準策定用データベ
ースを作成したなど、中期計画の
達成に向け着実な実施状況にある
といえる。

業務運営の効率化に向けた検
（３）業務運営の効率化 ○ 討体制が整備されているが、研

究業務の効率化に向けた自己評
価の体制についてはなお一段の
整備が必要である。

電波無響室の高度化を通じた性
（４）研究所施設・設備利用 能向上により、実験・準備作業に
の効率化 ○ かかる時間が短縮され、効率的な

利用を実現したなど、中期計画の
達成に向け着実な実施状況にある
といえる。
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２．国民に対して提供するサ－ビ 「データ通信対応管制情報入出
スその他の業務の質の向上に関 力システムの研究」等、 件 の13
する目標を達成するためとるべ 課題を重点研究開発課題として位
き措置 置づけ、技術課題の抽出、その課

題を解決したなど、中期計画の達
（ア）重点研究開発課題の設定 ○ 成に向け着実な実施状況にあると

いえる。
研究所としての研究ポテンシャ
ルを把握することにより、研究開
発課題の更なる重点化を期待する
という意見があった。

「航空衛星データ通信方式の研
（イ）基盤的研究 ○ 究」等、 件の基盤的研究課題14

を実施したなど、中期計画の達成
に向け着実な実施状況にあるとい
える。

駿河湾上空で発生したニアミス
（ウ）国の推進するプロジェクト ○ 事故の調査に参画し、航空事故調
等への参画 査活動に技術的側面から貢献した

など、中期計画の達成に向け着実
な実施状況にあるといえる。

研究所内部の「競争的資金」 競争的資金については、当研究
（エ）競争的資金の獲得 ○ の創設・配分に留まっており、 所における業務の優先度、必要性

中期計画に謳う「競争的資金の 等を十分に考慮した上での獲得に
獲得」の趣旨とは異なるもので 向けた努力を期待する。
ある。

所内留学制度は未整備ではある
（オ）研究者の資質向上 ○ が、留学希望者の語学力、留学目

的の妥当性等を審査の上、１名を
海外の大学に１年間の出張として
派遣したなど、中期計画の達成に
向け着実な実施状況にあるといえ
る。



- 3 -

「ヘリコプタの障害物探知及び
（カ）共同研究・受託研究等 ○ 衝 突 警 報 シ ス テ ム に 関 す る 研 究

（日仏 」をはじめ、新規共同研）
究を９件実施したなど、中期計画
の達成に向け着実な実施状況にあ
るといえる。

国 際 民 間 航 空 機 関 （ ） のICAO
（キ）国際交流・貢献 ○ 管 制 間 隔 ・ 空 域 安 全 パ ネ ル

（ ） 等 に 出 席 し 、 国 際 標 準SASP
策定作業に貢献したなど、中期計
画の達成に向け着実な実施状況に
あるといえる。
国際標準策定への具体的貢献の
業務実績報告書への明示を期待す
るという意見があった。

現時点では管制官以外との人
（ク）人材交流 ○ 材交流等が予定されておらず、

分野融合的な新規研究分野への
取り組み等に制約を受けること
が懸念される。

所外発表を 件実施し、研究180
（ケ）研究成果の普及、 ○ 成果を空港整備等の整備計画や無
成果の活用促進等 線設備規則の改正等に反映したな

ど、中期計画の達成に向け着実な
実施状況にあるといえる。

３．予算（人件費の見積もりを含
む 、収支計画及び資金計画 ○。）

４．短期借入金の限度額 ※平成１３年度は該当なし
－

５．重要な財産を譲渡し、又は担 ※平成１３年度は該当なし
保にする計画 －
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６．剰余金の使途 ※平成１３年度は該当なし
－

７．その他主務省令で定める業務 電 波 無 響 室 高 度 化 整 備 は 終 了
運営に関する重要事項 し、構内給水設備更新工事につい

ては想定し得なかった障害物によ
、（１）施設及び設備に関する計画 ○ り 年度に繰り越しとなったが14

中期計画の達成には支障は無く、
中期計画の達成に向け着実な実施
状況にあるといえる。

年度末の常勤職員数を年度当初
（２）人事に関する計画 ○ と同数にしたなど、中期計画の達

成に向け着実な実施状況にあると
いえる。

順 調 おおむね順調 要 努 力

判 断

○

＜記入要領＞・該当欄に○を付す。着実な実施状況にない欄に○を付した項目においては、該当欄に理由を記述する。
＜判断要領＞・着実な実施状況にある欄のすべての項目について○の場合には順調欄に○を付し、○の項目が７割以上の場合に

はおおむね順調欄に○を付し、○の項目が７割未満の場合には要努力欄に○を付す。
・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば、下欄に記述する。

【その他のコメント】
特になし。
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国独評委（交）

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人電子航法研究所

個別業務評価（アカウンタビリティ評価）

判 断 の 観 点 判 断

①主要業務が目的志向的に企画立案・
実施されているかどうかについて、
自己評価において十分な説明がなさ
れているか。

良好 ・ 要努力
②国民への説明責任を果たす上で、自
己評価結果がわかりやすいものにな
っているか。

③適切な自己評価体制や実施方法が確
立されているか。

＜記入要領＞
・上記①から③の判断の観点を考慮し、総合的に判断。
・ 法人の行う自己評価が説明責任を果たしているものかどうか」について、特段の問題「
なしと認められる場合には、判断欄の良好に○を付し、それ以外の場合には判断欄の要
努力に○を付す。
・判断欄の要努力に○を付す場合には、下欄にその理由を記述する。

【要努力と判断した理由】

・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば下欄に記述する。

【その他のコメント】
、 。説明責任は十分に果たされているが 自己評価システムの更なる充実を期待する
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国独評委（交）

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人電子航法研究所

総合的な評定

業務運営評価 個別業務評価 総合的な評定
（アカウンタビリティ評価）

順 調 ２ 良 好 １ ３

２
おおむね順調 １

１

要 努 力 ０ 要 努 力 ０ ０

【自主改善努力について】

業務実績報告書に記載されている自主改善努力については、役員と幹部職員との定期的な情報・意見交換の場として理

事懇談会を設置し、経営方針の徹底に努めたり、年度計画のアクション・アイテム・リストを作成し、研究の進捗状況の

管理に努めるなど自主改善の努力が意欲的かつ前向きで、優れた実践事例として外部にもアピールできるような特別の事

項であるため 「相当程度の実践的努力が認められる」とする。、

・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば下欄に記述する。

【その他のコメント】
特になし。


